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はじめに（研究目的）

オンライン授業実施体制の整備

　非常事態宣言を受け、各校でオンライン授業が導入される中、本学でもオンライン授業を実施す

ることとなった。

　筆者の勤務校では、オンライン授業への対応として、学生全員が iPadを持てるようにし、

「Microsoft teams」１）（以下、teams）が導入された。保育科ではこれに加えて、「ロイロノートスクー

ル」２）（以下、ロイロノート）の導入を行った。

　teamsの主な使い方としては、オンライン授業の受講に関しては①チャット機能を使用すること

で個別に話すことができるようにした②ブレークアウトルームを活用し、グループワークなどが行

えるようにした③ファイル欄に授業で使用したスライドを PDFにして共有する④レポートや試験対

策用の資料を PDFにして共有する⑤就職活動に関して、求人票など就職に関する情報を PDFにし

て共有するなどである。

　ロイロノートの使い方としては、①授業中の学生の意見を収集する②収集した意見を一覧にし、

学生の発表に使用する③レポート等の提出物を PDFで収集し、教員が添削して学生に返却する④授

業での配布資料やスライドなどを配布⑤発表用スライドを学生が作成し、オンライン上でプレゼン

を行うなどである。

問題提起

　オンライン授業実施が指示される中、各教員が初めて行うオンライン授業に戸惑いを見せていた。

特に、保育士養成課程は「音楽」「造形」「体育」などの実際に体を使って行う演習授業が多いこと
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もあり、導入当初は手探り状態が続いた。その後に、学生の発表や資料配布・課題提出などをオン

ライン化した。

　中原（2020）３）はオンライン授業について「学生のリアクションをうながす」ことが大切である

と述べており、そのポイントとしてチャットやブレークアウトセッションの活用などを挙げている。

これを参考に本学も一方向の授業にならないように工夫したが、受け手である学生自身がオンライ

ン授業の実施方法について、どのように思っているのかが明確でないままであった。教員側もオン

ライン授業の進め方がこれで良いのかと戸惑うことが多かった。

研究の目的

　そのため、本研究の目的としては筆者が令和３年度に行った保育士養成課程でのオンライン授業

の整備（個々の授業に関してではなく、全体的なオンライン授業の環境整備）について、保育士養

成課程の学生がどういったことを良いと思い、どういったことに困難を感じたのかを明らかにする。

そして、この調査結果を反映し、翌年度以降のオンライン授業の体制整備に活用していくことを目

的とする。

　ただし、筆者の勤務校は１学年が20〜35名ほどであり、調査内容を一般化するには限界がある。

そのため、あくまで一事例としての考察となる。

研究方法

　オンライン授業に関して、学生にアンケートを実施した（表１）。オンライン授業を実施した科目

については表２の通りである。アンケートに関しては、Google Formsを利用し、学生個人が特定で

きないように配慮した。実施時期に関しては、2022年２月１日〜２月10日の期間に行った。項目は

以下となる。本研究の調査方法としてアンケートを通して分析、考察する。

結果・考察

点数化項目の結果　

　有効回答数としては、３年生：11件、２年生：14件、１年生：32件となっている。

　上記で示したアンケートについて、②〜⑬の結果については、表３の通りとなっている。サンプ

ル数が少ないため、一概に比較はできないが、各項目について平均値と標準偏差を出して比較を行っ

た。平均値が高くなった⑦については、標準偏差のバラ付きもあまりなく、全体的に評価の高さが

窺える。一方、平均値の低い④⑩⑪については、標準偏差のバラ付きもあり、学生によって評価自

体が分かれる結果となった。
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表１　アンケート項目

表２　オンライン授業実施科目一覧
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点数化項目の考察　

　上記の結果から、学生より評価の高かった項目は、授業スライドやレポートの資料など「情報の

共有」という側面であった。その一方で、評価の低かった項目としてはディスカッションや報告会

など、本来であれば対面で人と人との顔を突き合わせて行うことであった。

　授業の資料などは本来であれば、自分でノートを取ったり、資料をコピーするところであるが、

この部分の効率化については前向きに受け止めているが、「人と話す」などの本来的なところはオン

ラインでの代替の難しさを示している。

表３　オンライン授業を実施して−学生へのアンケートの結果

記述項目の結果・考察

記述内容の分類化　

　質問項目⑭に関しては、自由記述による回答であったため、発言内容ごとに分類を行った。この

結果は表４の通りとなった。

　記述内容については、大分類・小分類と項目を付け、分類ができなかった項目については、その

他としてある。しかし、サンプル数が少ないため、厳密に理論化できるまでは分類化できなかった。

　大分類としては多くの意見として挙げられたものとしては「グループディスカッション（ブレー

クアウトルーム）」、「オンライン上での資料の共有（提出・返却などを含む）」「ロイロノートの活用

（意見の視覚化）」となっている。

　大分類項目に関しては【　】で、小分類項目に関しては〈　〉で示し、学生の発言に関しては

「　」で示している。
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【グループディスカッション】に関する記述　

　【グループディスカッション（ブレークアウトルーム）】については、肯定的意見として３点に分

類でき〈普段話さない人と話す機会になった〉〈話すこと自体が良かった〉〈部屋割り＝席替え感覚〉

となっている。ブレークアウトルームは教員が手動で部屋割りの場合もあれば、自動で部屋割りを

行うこともあり、誰と同じグループになるかは学生側としてはわからない。対面授業であれば、近

くの席の人と話すことが中心になるが、オンラインの場合は簡単にグループワークの相手を変える

ことができるため、学生としては「部屋割りの時も、席替えをする感覚で楽しかった」と、オンラ

イン特有のメリットを実感しているようである。

　一方の、否定的意見としては〈沈黙時の気まずさ〉〈顔が見えないため言いにくい〉の２点は、ま

さしく顔の見えないオンラインのデメリットを示している。「話出しが被ったり、沈黙になったとき

気まずかった」「沈黙が多すぎてミュート外すのに迷う」などは、対面でも起こりうることではある

が、顔が見えないことでより一層困難にしていることがわかる。

【資料の共有】に関する記述　

　【資料の共有（提出・返却などを含む）】では、オンラインにて〈すぐに資料が見れる〉ことで、

教員が授業で見せたスライドを授業後の共有したものを〈見直しができ（復習への活用）〉、それが

レポートやテストの際に役立ったという意見が目立った。それは授業の資料だけではなく、「求人票

や報告書をいつでもどこでも見ることができるので就職や将来のことについて考えやすかった」と

あるように、就職活動においても、普段なら学校に来なければ確認することのできない求人票など

をオンラインで確認することができたことは、オンライン特有のメリットとなった。

　また、〈提出が簡単〉では、「提出と返してもらうのが早くて良い」と発言があるように提出物に

関しても、これまでは学生がプリントアウトし、授業で教員が回収していたレポートなども、オン

ラインで提出できることになった。このことで、学生は自宅から時間を問わずに提出することがで

き、教員側も翌週の授業を待たずに、添削し学生に返却できることは、学生・教員双方に効率化と

ペーパーレスが進んだこととなった。

　その一方で、「見たい資料のファイルがどこにあるのかとか、授業をやってる場所を探すのが少し

大変だった」とあるように、ICTの苦手な学生にとっては、決して効率的とは言えないため、使い

方のフォローなども検討の余地があると感じた。

【意見の視覚化】に関する記述　

　【意見の視覚化（ロイロノートの併用）】では、大きくは〈他の人の意見を知ることができた〉

〈ディスカッションに活用〉の２点と、〈文章力の向上〉〈発言を促すきっかけ〉の少数意見２件と

なった。

　〈他の人の意見を知ることができた〉〈ディスカッションに活用〉では、ロイロノートを使い、学

生の発言を一度回収・一覧としたことで、口頭だけのディスカッションによる意見交換だけではな
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表４　オンライン授業の感想（記述）の分類化
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く、視覚的にも他の人の意見を見ることができた。「友達と話し合いをした時のスライドを送り合え

るから意見交換や情報共有になった」との発言からも、対面とは異なり、気軽に意見交換ができな

い中では、大きなメリットとなったことが窺える。

　また、想定外の効果としては「オンライン授業で考えたことを口頭で話すだけでなく、ロイロノー

トにまとめて提出するため、文章力も身につくと思った」と、普段は口頭だけで発言しているとこ

ろを、あえて文章化することで、文章力が身につくと感じている学生もいる。そして、「挙手して発

言をすることが苦手でも、ロイロノートを通して意見が言えるのでよかった」のように、自分から

発言が難しい学生にとっては、発言しやすい状況も結果として作り出していたようである。

【物理的メリット】、その他に関する記述　

　意見は少数であるが、今後のオンライン授業の参考になることとしては〈通学の手間が減少〉〈荷

物が減る（ペーパーレス）〉、またその他意見としては〈対面の方がいい〉〈機械や電波状況に左右さ

れる〉である。

　〈通学の手間が減少〉に関しては、筆者の在籍校が雪国であるため、冬場は雪で公共交通機関の遅

延や運休も発生し、それによっては家族に送り迎えしてもらうこともあるようである。この意味か

らの「通学に対して雪や通学手段の心配をしなくてよかったので金銭的にも気持ち的にも、親に心

配をかけなくて楽だった」という発言が出たことが予想される。

　また〈荷物が減る〉に関しては「劇的にプリントの数が減って保管するのが楽だった。」とあるよ

うに、オンライン授業をきっかけに一気にペーパーレスが進んだようである。これまでは授業ごと

に多くのプリントが配布されてきたが、それが集約される形となった。

　その他のネガディブな意見として〈対面の方がいい〉があり、「オンライン授業だとなかなか先生

に質問しづらかったり、先生とオンライン上でのやりとり（特にテスト対策）のみになってしまっ

たりなどの難点もあると感じた」との回答があった。授業の効率化という点でオンライン授業の体

制整備が進んだが、学生にとっての教員との何気ない会話などの授業外の学校生活に関しては、オ

ンラインでは補填しきれない。

　加えて、「Wi-Fi状況や端末の容量で不便を感じることもあったが、自分だけでは解決が難しくも

どかしかった。」のように、自宅のネット環境によって状況が左右されることも、本人では解決でき

ない問題である。

まとめ（結論）

情報の整理と視覚化　

　今回の調査結果では、資料などの「情報の整理」や他の人の意見の「視覚化」に関しては肯定的

な意見が多かった。この２点に関しては、オンライン授業時だけではなく、オフライン（対面）授

業時でも同様に活用することができる。
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　これまでの授業形態であれば、板書内容を自分でノートに記述し、レポートに関する資料はコピー

するという一連の流れであった。しかし、筆者の経験上、保育士養成課程を志望する学生の中には、

高校までの「勉強は苦手」とする学生も多く、そもそもの勉強方法がわからず、板書を写すことに

多くの労力を割いている学生もいた。オンライン上での情報共有（授業スライドを学生に配布など）

は、この「板書する労力」を削減し、授業内の時間をディスカッションなどに割くことができるよ

うになった。

　一方の「視覚化」であるが、授業内の人数が多ければ多いほど、授業内での発言機会は少なくな

り、授業に参加しているという実感が生まれにくくなってしまう。しかし、ロイロノートを使って

自分の意見を教員に「提出する」ことは、授業に参加しているという実感を得ることもできるだろ

う。逆に言えば、意見が一覧として示されるため、授業中はしっかり聞いておかねば、自分の意見

が提出されていないことが明確になってしまうため、授業に対する向き合い方も変わってくるので

はないだろうか。

　保育士は子どもや保護者に対して、様々な場面でコミュニケーションを取るが、主に「口頭での

コミュニケーション」に着目されがちであり、「文書でのコミュニケーション」に関してはそれほど

重要視されてこなかったのではないだろうか。自治体の中には、連絡帳を ICT化するところ４）もあ

り、確実に情報を保護者に伝える手段として、口頭や紙での文章ではなく ICTを活用する動きも出

ている。そのため、今後の保育士にとっても ICTによる効率的な情報の整理は求められてくる。

　学生の学びの効率化だけではなく、今後の保育士として必要な能力育成の面からも、ICTによる

情報の整理と視覚化の作業は今後のオンライン授業実施の中では必須になってくることがわかる。

この情報の整理のプロセスを学生のうちに経験しておくことが、保育士として働いた際に、活用で

きる可能性もある。

今後の保育科でのオンライン授業実施の方向性　

　今回調査した中では、オンライン上での「ディスカッション」についても感想の中で述べられて

いることが多いことからも、学生にとっては関心があることがわかる。オンライン上であっても、

クラスの仲間と話せることは良かったとしながらも、「顔が見えない」ため、表情から察することが

できず、相談が難しいなどの声も上がった。オンライン授業時にはカメラをオンにして顔を見える

状態にしておくことも一つの手段ではあるが、前述したように、国立情報学研究所がデータダイエッ

トの一環として、必要ない際は「学生のカメラをオフにする」ことを推奨していることからも、常

にカメラをオンにできない状況もある。

　以上のことからも、オンライン授業の実施に関しては、これまで行っていた授業を単にオンライ

ンにするだけでは意味がなく、授業の内容としても転換していく必要性のあることがわかる。

　また、保育士養成課程でのオンライン授業の実施に関しては、具体的に示されているわけではな

いため、各校による創意工夫が求められていることがわかる。保育の仕事はあくまで対面での実施

が中心となることもあり、保育士養成課程の中で、オンライン授業が多くなる事による弊害を心配
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する声が保育現場からも聞こえてくる。オンライン授業の普及が学生のコミュニケーション能力、

実習や仕事への影響があるか否かについては明らかにされていないため、業務スキルとしての ICT

能力は高めつつ、いかにコミュニケーション能力の向上を図っていくかが、今後の課題となってい

く。

　そして、教員がいかにオンライン授業を緻密に組み立てたとしても、学生が ICT機器を使いこな

せなければ意味がないため、教員も学生も ICT機器を使いこなすための環境整備が前提として必要

ではないか。
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